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2006年度
連結 1,849億10百万円 ／ 単体 1,105億21百万円 

2007年度
連結 2,140億79百万円 ／ 単体 1,250億94百万円 

2008年度
連結 2,393億69百万円 ／ 単体 1,337億48百万円 

創 立

資 本 金

代 表 者

従業員数

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

1950年（昭和25年）10月

132億8百万円（2009年3月末現在）

代表取締役社長　海老原　善隆
代表取締役副社長　河部　　博国

全グループ ： 3,598名（2009年3月末現在）

不二製油  ： 1,175名（2009年3月末現在）

油脂
44.5％

大豆たん白
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不二製油グループは油脂事業、製菓・製パン素材
事業、大豆たん白事業の分野でさまざまな食品
素材を開発・生産・販売しています。
24時間、あらゆるシーンでおいしく楽しい食生
活のお手伝いをいたします。

会社概要

事業内容

売上高推移（海外グループを含む）

連結・売上高推移 連結・当期純利益推移 連結・総資産推移
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　私ども不二製油グループは “｢食」の創造を通して、健康で豊かな生活に貢

献します。”を企業理念に独自の技術開発に挑戦し、安心・安全で高品質の製

品づくりに取り組んでいます。近年、食の安心・安全に関するさまざまな問題

が起こっていますが、私たちの経営の前提である「安全・品質・環境を最優先

する。」を今後もしっかりと貫いてまいります。

　私どもは、いたずらに規模の拡大や利益を追い求めるのではなく、事業活動

を通じて社会貢献し信頼される企業を目指すことが本来の企業のあり方であ

ると考えています。食に関わる企業にとっての社会貢献とは、より付加価値の

高い食品を創造し、食生活の質的向上と健康づくりに役立っていくことです。

これまで南方系油脂を主原料に油脂から食品素材へ、さらに大豆たん白へと

事業領域を広げてきました。

　私どもの原料となる全ての農水産畜産物を育む水・土・空気・太陽光など自

然環境の保護は、持続可能な企業活動のための必須課題であり社会的責任

であると考えています。

　この考えの下、私どもの環境保全活動は、「省エネルギー」「温室効果ガスの

削減」「給排水量の削減」「廃棄物の削減とリサイクル」「製品への環境配慮」な

どに積極的に取り組み、継続的な成果を挙げています。また、世界的には本年

に新たな気候変動枠組み条約が締結される予定で、今後の低炭素化社会の

実現のためには、これまで以上に、環境保全活動を進める必要があります。

　私どもは、これからもお客様の健康で豊かな食生活と、安心・安全を第一に

考えながら、環境への負荷軽減を図り、自然と社会との調和のなかで事業を

展開してまいります。

企業理念

「食」の創造を通して、
健康で豊かな生活に貢献します。

経営理念

■ 経営の前提
安全・品質・環境を最優先する。

■ 経営基本方針
顧客への貢献を果し不断の発展を図る
創造の精神をもって常に革新に挑む
自己啓発を熾んにし人格の向上を目指す 制定：1999年4月15日　改訂：2007年4月1日

不二製油株式会社　代表取締役社長　海老原 善隆

代 表 取 締 役 社 長

海老原 善隆

基本概念
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2008年度 環境活動ハイライト

環境と不二製油の関係紹介
2008年度環境負荷の全体像

環境マネジメントシステム（EMS）
EMS体制
ISO14001認証取得
環境会計

不二製油の環境への取り組み

省エネルギーの推進

給排水の削減

廃棄物の再資源化

オフィスでの取り組み

物流における取り組み

安心・安全な食品づくり

食の安心・安全への取り組み

社会貢献活動

社会的取り組み

エネルギー・資源の有効活用

製品開発における取り組み
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理念

不二製油グループは、食品企業として「安全・品質・環境」を経
営の前提とし、社会や地域とともに自然との調和を図りながら
事業活動を推進します。

方針

環境保全活動の継続的な改善に努めます。
環境関連の法規制を順守します。
環境に配慮した製品開発、技術開発に努めます。
社会とのコミュニケーションに努めます。
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不二製油株式会社

阪南事業所、神戸工場、関東工場、堺工場、
石川工場、千葉工場、りんくう工場、
たん白食品つくば工場、つくば研究開発センター

不二製油国内グループ会社（生産拠点）

トーラク株式会社、フジフレッシュフーズ株式会社、
株式会社エフアンドエフ

2008年4月～2009年3月

対 象 期 間

対 象 範 囲

編 集 方 針

2009年不二製油グループ環境レポートは、不二

製油グループの環境保全活動を環境方針、環境マ

ネジメント、環境パフォーマンス、社会性報告とし

て編集しました。構成と開示内容については環境

省の「環境報告ガイドライン2008年度版」を参考

にしました。

CONTENTS
基本概念

ごあいさつ

企業理念・経営理念 不二グループ環境基本方針
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不二製油グループの環境保全活動について

* 原単位 ： ● エネルギー原単位＝原油換算使用量／生産数量（㎘／t） 　　● 給水量原単位＝給水量／生産数量（㎥／t）
● 排水量原単位＝排水量／生産数量（㎥／t）   　　● CO2排出量原単位＝CO2排出量／生産数量（t-CO2／t）

1999年（平成11年）

2000年（平成12年）

2001年（平成13年）

2002年（平成14年）

2003年（平成15年）

2004年（平成16年）

2005年（平成17年）

2006年（平成18年）

2007年（平成19年）

2008年（平成20年）

ISO14001認証取得活動開始
不二製油グループ環境基本方針、
不二製油株式会社環境方針制定
環境専門3部会設置（省エネ、給排水、廃棄物）
第2号コ・ジェネレーション導入（阪南事業所）

阪南事業所ISO14001認証取得

ウッドランドサニーフーズ
ISO14001認証取得
第3号コ・ジェネレーション導入（阪南事業所）
たん白食品つくば工場稼動
大豆搾油工場閉鎖（神戸工場）

神戸工場ISO14001認証取得
（阪南事業所認証範囲拡大）

液中膜処理設備を導入（堺工場）
堺工場ISO14001認証取得
（阪南事業所認証範囲拡大）
おから乾燥1号機を導入（阪南事業所）
汚泥乾燥設備を導入（堺工場）
液中膜処理設備を導入（阪南事業所）
おから乾燥機を導入（石川工場）
ポリペール容器設備の導入（関東工場）
おから乾燥2号機を導入（阪南事業所）
第4、第5号コ・ジェネレーション完成
（阪南事業所）
関東工場ISO14001認証取得
（阪南事業所認証範囲拡大）
不二製油グループ環境報告書2004を発行
つくば研究開発センター、
たん白食品つくば工場ISO14001認証取得
（阪南事業所認証範囲拡大）

ドレン水回収設備を導入（阪南事業所）
りんくう工場稼動

汚泥乾燥設備を導入（阪南事業所）
千葉工場稼動
加圧浮上にマイクロバブル装置を導入（阪南事業所）

石川工場ISO14001認証取得
（阪南事業所認証範囲拡大）

千葉工場ISO14001認証取得
（阪南事業所認証範囲拡大）
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内　容 2008年度目標 2008年度実績 2009年度目標 2010年度中期目標項　目

2007年度対比
5％の削減

2007年度対比
5％の削減

2007年度対比
5％の削減

2007年度対比
20％の削減

2007年度対比
5％の削減

2008年度対比
2.5％の削減

2008年度対比
1％の削減

2008年度対比
1％の削減

2008年度対比
8％の削減

2008年度対比
2.5％の削減

省エネの推進

給排水の削減

廃棄物削減

温室効果ガス削減

0.6％削減

6.3％削減

7.5％削減

4.3％削減

0.6％削減

エネルギー
原単位*の削減

給水量原単位*の
削減

排水量原単位*の
削減

排出廃棄物の
削減

CO2排出量原単位*の
削減

2007年度対比
1％の削減

2007年度対比
1％の削減

2007年度対比
1％の削減

2007年度対比
5％の削減

2007年度対比
1％の削減

CO2排出量原単位を
2007年度対比

0.6％削減

生産原単位（t-CO2 /t）
CO2排出量（t-CO2）

自己評価
★★★★★

183,409182,512

（t-CO2/t）

0

0.3720.374

2006 2008
（年度）

（t-CO2）

180,131

0.385

2007

150,000

160,000

170,000

180,000

190,000

200,000

エネルギー原単位を
2007年度対比

0.6％削減

生産原単位（㎘/t）
エネルギー（原油換算㎘）

自己評価
★★★★★

0 0

0.187

0.194

（原油換算㎘） （㎘/t）

80,000

90,000

100,000 0.22

2006 2008
（年度）

2007

92,139

0.188

91,72390,792

自己評価
★★★★★

自己評価
★★★★★

（㎥/t）（㎥）

0

5.25

4.00

6.50

0

2,000,000

1,500,000

2,500,000

1,000,000

500,000

2006 2008
（年度）

2,079,088

4.22

2,223,541

4.56

2007

2,237,170

4.78

自己評価 ： 目標の達成度合いを ★ の数で表しています。

（㎥）

6.12

3,016,364

6.53

3,185,581

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

0
2006 2008

（年度）

6.88

3,221,035

2007

（㎥/t）

温室効果ガス削減

省エネの推進 廃棄物削減

2 給排水の削減 4

1 3

エネルギー使用量と原単位推移 排出廃棄物を
2007年度対比

4.3％削減

最終処分率（％）
廃棄物総排出量（t）

自己評価
★★★★★

廃棄物総排出量と最終処分率

年間給水総量の推移

年間排水総量の推移

ＣＯ2排出量と原単位推移

生産原単位（㎥/t）
給水量（㎥）

生産原単位（㎥/t）
排水量（㎥）

阪南事業所

たん白食品つくば工場

石川工場

神戸工場

堺工場

関東工場

りんくう工場

千葉工場

給水量原単位を
2007年度対比

6.3％削減

排水量原単位を
2007年度対比

7.5％削減

0.18

0.20

0 0

0.65
0.89

（ t ） （ ％ ）
20,000 2

2006 2008
（年度）

2007

16,929

0.65

17,69017,961

1

5,000

10,000

15,000

6

7

8

9

10

0

0.35

0.37

0.39

0.41

0.43

0.45

　不二製油グループの2008年度環境保全活動の成果は、「給排水量削減」については数値目標を達成することができました。

しかしながら「省エネルギー、廃棄物削減、温室効果ガス削減」の3テーマについて数値目標を達成することはできませんでした。

2009年度は2010年度の中期目標達成に向け、またそれぞれの目標に向けて、日々の活動を確実に推進し、目標達成に全員

参加で取り組みます。　

環境活動 最近の歩み

2008年度実績

2008年度 環境活動ハイライト
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目標達成

目標未達成

目標達成

目標未達成

目標未達成



※
※配送に関連するデータは
不二製油株式会社の単独
数値です。

石油・石炭などの化石燃料の燃焼から発生す
る大量の二酸化炭素が、温暖化が進む要因
となり、世界各地で洪水や干ばつなどの天
候異変が起きています。地球温暖化
の抑制は、すぐに取り組むべき

最重要テーマです。

人の暮らしを便利にするための活動が、環境に影響を

与え、深刻な環境問題を引き起こしています。この美し

い地球環境を未来に伝えていくために解決すべき課題

は、多方面に及んでいます。

地球の未来を守り、
育てるための3つの課題。

環境と不二製油の関係紹介

2008年度環境負荷の全体像

量（OUTPUT）の概況で示しました。限りある資源やエネル
ギーを大切に使い、廃棄物や排出物を低減させる努力を積
み重ね、環境に優しい事業活動を展開していきます。

不二製油グループの事業活動と環境との関わりを、原材料
や電力・燃料・用水などの資源・エネルギーの投入量
（INPUT）と、廃棄物や排水、排気ガスなどの環境への排出

Activity 1

Activity 2

Activity 3

地球温暖化の抑制

環境汚染と
生態系維持

資源の枯渇と
循環型社会実現

天然ガスや石油、金属、森林など、限りある大
切な資源を、ただ消費するのではなく、廃棄
物の発生抑制、再使用、再生利用を推進
し、循環型社会の実現に取り組むこと
が求められています。

生活・産業活動から排出されるさまざまな物
質が、大気や海洋などの環境に影響を与え、
人類も含めた生態系の精妙なバランスを
脅かしています。いのちのつながりを
守る取り組みは、待ったなしの

緊急課題です。

OUTPUT

製品
492,981t

油脂製品

製菓・製パン
素材製品

大豆たん白製品

顧客

OUTPUT

INPUT

エネルギー・資源

資源 生産

INPUT
食品工場

店　舗

消費者

CO2： 18,245t-CO2

大気排出

各種原材料：
553,163t

油脂製品

製菓・製パン
素材製品

大豆たん白
製品

電 　 力
都 市 ガス
LPG/LNG

：  206,856千kWh
：  70,033千㎥
：  1,092t

A 重 油
用 　 水
各種原材料

：  306t
：  6,016千㎥
：  553,163t

OUTPUT

総排出量： 16,929tCO2

NOx
： 183,460t-CO2

： 111.7t
排 水 量
BOD負荷量

： 2,079千㎥
： 172t

廃棄物大気排出 水域排出

INPUT

＜原油換算＞
6,879㎘

エネルギー・
資源

原　油 油脂加工

調　合 加　工
充填
・
包装

充填
・
包装

たん白
抽出
・
分離

組織加工
調合
・
加工
・
殺菌

殺　菌

抽出
・
殺菌
・
乾燥

充填
・
包装

油脂精製
配
　
　
　
　
送

OUTPUT
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環境マネジメントシステム（EMS）

環境保全委員会

環境マネジメントシステム管理責任者

各部門

構　成

委員長 ／ 
環境管理総括責任者

委　員 ／
関連部門長、各部会長

■  環境方針、環境目標の承認
■  環境監査結果報告の確認・承認
■  各部会活動の確認・審議

グループ安全環境会議 グループ会社

グリーン物流部会

オフィス部会

廃棄物部会

給排水部会

省エネルギー部会

ISO14000事務局

内部環境監査員

環境管理総括責任者（安全・品質・環境担当役員）

構　成

議長／
安全環境本部長

委員／
グループ安全環境担当

役　割
■  グループの安全環境活動の
報告と審議

集計対象　　不二製油株式会社（単独）

対象期間　　2008年4月～2009年3月

EMS体制 環境会計

役　割

投資額：投資目的の50％以上が環境保全であるものは、
全額環境投資とみなしました。

減価償却費：投資目的の50％以上が環境保全であるものを過去
6年間にさかのぼり一律12年間の定率償却としました。

直接把握が可能な費用については、原則として全額を集計しました。
直接把握が困難な費用については、実態に即した比率で按分計算
するなどし、集計しました。

環境保全対策に伴う経済効果については、把握可能な効果のみを
集計しました。

■  

■  

■  

■

算 定 方 法

認 証 取 得

単位 ： 百万円

単位 ： 百万円

　事業エリア内コスト　
　　　 ① 公害防止コスト
　　　 ② 地球環境保全コスト
　　　 ③ 資源循環コスト
　上 ･ 下 流 コ ス ト　
　管 理 活 動 コ ス ト　
　研 究 開 発 コ ス ト　
　社 会 活 動 コ ス ト　
　環境損害対応コスト　

合　　計

234
45

126

64

0

0

0

0

0

234

1,065
536

121

409

26

224

109

3

7

1,434

収　　益

費用節減

合　　計

廃棄物再資源化による有価物の売却益（おから、廃油、廃段ボール売却）
節水活動によるコストダウン  
廃棄物の削減によるコストダウン  

29

51

25

106

排水処理設備の導入･維持管理、公害防止費用など
コ・ジェネ設備（省エネルギー設備の導入･維持管理）など
廃棄副産物の適正処理設備、節水設備の導入･維持管理、廃棄物処理費用など
段ボールレス化設備の導入、グリーン購入費差など
ＩＳＯ１４００１マネジメントシステムの構築、維持、社員教育、環境報告書作成費など
資源の高度利用研究など
工場周辺清掃活動、環境保全などを行う団体への支援など
汚染負荷量賦課金

不二製油では1999年度より「環境保
全委員会」を設置し、環境方針、環境目
的・目標の審議承認をはじめ環境保全
対策の報告・審議を行っています。
「省エネルギー部会」「給排水部会」
「廃棄物部会」「オフィス部会」「グリー
ン物流部会」の5つの専門部会を設置
し具体的な課題検討を行い、環境保全
活動に取り組んでいます。
グループの環境保全体制を強化する
ため「グループ安全環境会議」を設置
し、グループ全体の課題検討や情報交
換を行い、環境保全活動を継続的に推
進しています。

ISO14001認証取得

2000年9月にグループ国内生産数量の85%を占
める阪南事業所でISO14001を認証取得しました。

2007年5月に石川工場、2008年5月に千葉工場が
それぞれ認証取得しており、国内生産拠点9箇所の
うち8箇所で環境マネジメントシステムの構築が進
んでいます。

分　　類 費用額環境投資額主な取り組み事例

環境保全効果の分類 環境パフォーマンス指標 単　位 2007年度 2008年度 増減量

効果の内容 金　額

事業活動に投入する資源に
関する環境保全効果 

事業活動から排出する
環境負荷及び廃棄物に関する
環境保全効果 

事業活動から産出する財・
サービスに関する環境保全効果

その他の環境保全効果 

エネルギー使用量原単位
給水量
給水量原単位
CO2排出量原単位
排水量
排水量原単位
廃棄物排出量
廃棄物排出量原単位

廃棄物最終処分率

コンピュータ出力用紙

ℓ／t
千㎥
㎥／t

㎏-CO2／t
千㎥
㎥／t

t
㎏／t

％

千枚

186.9

3,016

6.12

372.1

2,079

4.22

16,929

34.3

0.7

655

188.0

3,186

6.53

374.1

2,224

4.56

17,690

36.3

0.7

693

▲1.1
▲169
▲0.41
▲2.0
▲144
▲0.34
▲761
▲2.0

0.0

▲38

（内訳）

環境会計は環境省「環境会計ガイドライン

2005年度版」に準拠して、環境保全に要し
たコストとその効果を集計しました。

2000年（平成12年）　9月 ■

2001年（平成13年）　2月 ■

2002年（平成14年）　9月 ■

2003年（平成15年）　7月 ■

2004年（平成16年）　5月 ■

12月 ■

2007年（平成19年）　2月 ■

5月 ■

2008年（平成20年）　5月 ■

2009年（平成21年）　3月 ■

阪南事業所
ウッドランドサニーフーズ／シンガポール
神戸工場
堺工場
関東工場
たん白食品つくば工場
つくば研究開発センター
天津不二蛋白有限公司／中国
石川工場
千葉工場
パルマジュエディブルオイル／マレーシア

環境保全コスト

環境保全効果

環境保全対策に伴う経済効果
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不二製油の環境への取り組み 環境負荷の低減

183,409180,818

190,127

20052004

0.413

0.394

0.372

2006 2008
（年度）

182,512

0.374

180,131

0.385

2007

（t-CO2/t）

0 0

（t-CO2）

150,000

160,000

170,000

180,000

190,000

200,000

0.35

0.37

0.39

0.41

0.43

0.45

生産原単位（t-CO2/t）CO2総排出量（t-CO2）

生産原単位（㎥/t）給水量（㎥）

1
2
3
4

スチームトラップ不良改善
蒸気削減、回収
冷凍機効率改善
その他

合　　計

500
277
94
12

883

項　目 削減原油換算量（㎘／年）

阪南事業所
2008年度
使用エネルギーの

1.4％に
相当

生産原単位（㎥/t）排水量（㎥）

20052004 2006 2008
（年度）

2,000,000

1,500,000

2,500,000

3,000,000

1,000,000

500,000

（㎥/t）（㎥）

2,079,088
2,341,948

2,520,180

0

5.25

4.00

6.50

0

2,223,541

2007

2,237,170

生産原単位（㎘/t）エネルギー使用量（原油換算㎘）

91,72391,274

95,449

0 0
20052004

0.207

0.199

0.188

2006 2008
（年度）

（原油換算㎘） （㎘/t）

80,000

90,000

100,000

0.18

0.20

0.22

92,139

0.187

90,792

0.194

2007

2004 2005 2008
（年度）

（㎥） （㎥/t）

3,602,063

7.82

7.19

6.12

3,299,190
3,016,364

2006 2007

6.88

3,221,035

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

0

6.53

3,185,581

6

7

8

9

10

5.47

5.10

4.22
4.56

4.78

最終処分率（％）廃棄物総排出量（t）

20052004 2006 2008
（年度）

2007

16,929
19,071

21,614

（ ％ ）

0

（ t ）

2.67

1.46

17,69017,961

0.89
5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

0

4

1

2

3

0.650.65

生産活動で使用する電力、ガスなどのエネルギーの削減に取り組んでいます。2008年度は、総エネル
ギー使用量、CO2総排出量ともに前年度対比0.5％の増加となりました。生産原単位においては、エネ
ルギー使用量で0.6％、CO2総排出量で0.5％の削減となりましたが、1％削減の目標を上回ること
はできませんでした。

2008年度の国内グループ給排水量の実績は、給水量で前年度対比5.3％減少、排水量でも前年度対
比6.5％の減少となり、大幅に削減することができました。生産原単位においても給水量で6.3％、排水
量で7.5％削減となり、目標の1％削減を大きく上回る結果となりました。

植物残渣や汚泥の再資源化に積極的
に取り組んでいます。2008年度はグル
ープ全体の廃棄物排出量は16,929ｔ
となり、対前年度比4.3％（約760ｔ）削
減しました。また、最終処分率は0.65％
で前年度と同じ結果となりましたが、2
事業所はゼロエミッション未達成とな
っています。今後も全社ゼロエミッショ
ン達成の目標に向けて、更なる再資源
化率の向上と、最終処分量の削減を目
指して努力していきます。

注 ： 2006年の改正省エネ法及び温室効果ガス排出量の算定・報告・公表制度の施行に伴い、エネルギー使用量の原油換算とCO2総排出量の換算係数は
以下の資料を使用しました。

CO2総排出量 ： 「算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧」より（環境省ＨＰ温室効果ガス排出量の算定・報告・公表制度資料）
エネルギー原油換算量 ： 「エネルギー使用量の計算方法（改訂版）」（省エネルギーセンターＨＰ改正省エネ法資料）

持続可能な社会発展の一翼を担うことは、不二製油グループに課せられた重要な責務だと考えています。
事業活動における環境への負荷をできる限り低減するため、独自の達成目標数値を定め、さまざまな取り組みを続けています。

省エネルギー部会を中心に目標を設定し、各項目に
ついて地道に取り組みを推進しました。具体的内容
は右記の通りで、実績としては2008年度阪南事業
所使用エネルギーの1.4％相当分を削減すること
ができました。

2008年度阪南事業所の取り組み

省エネルギーの推進

給排水の削減

廃棄物の再資源化

2008年度主な阪南事業所省エネ実績
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廃棄物総排出量と最終処分率

年間排水総量の推移年間給水総量の推移

エネルギー使用量と原単位推移 CO2総排出量と原単位推移



1,168,236
9,541,500

9,410,500

9,010,000
908,341

654,670693,164

0 0

1,200,000

900,000

600,000

300,000

1,500,000 10,000,000

9,000,000

8,000,000

コンピュータ出力用紙（枚） コピー用紙（枚）

2004 2005 2007 2008
（年度）

696,002

2006

不二製油 サービス会社サービス契約

ガラス
グラスウール（断熱材原料）、
軽量骨材、タイル、家具材、
ガラス食器などへのリサイクル

口金
アルミニウム
原料として
リサイクル

水銀
無機薬品などへの
リサイクル

蛍光体
覆土材などへの
リサイクル

使用済の蛍光灯のリサイクル例

切　断 洗浄・乾燥

使用済ランプ

返 却返 却

新しいランプ

貸 与貸 与

関東圏の生産拠点増強により、お客様への迅速な配送サービスに対
応するとともに、環境への貢献も同時に推進しております。国内トラ
ック輸送において500km以上の輸送は、年々減少しておりモーダル
シフトの推進とともに、長距離輸送量の削減に取り組んでおります。
物流拠点においても関東圏に新設し、最適な物流拠点構築に取り
組んでおります。
タンクローリーの輸送では、燃費向上に取り組んでおります。燃費
向上のための装置、設備をはじめ、アイドリングストップ等のエコ運
転の奨励等、物流パートナーとともに活動しております。

物流効率の向上などのトピックス

コンピュータ用紙は出力の廃止、電子化を進めた結果、実にこ
の5年間で51万枚の削減をすることができました。また、2009
年度はホストコンピューターの更新に伴い、コンピュータ出力
用紙は、5月で終了になっています。コピー用紙については

2008年度は2007年度に対し4.3%（約40万枚）削減すること
ができました。今後も活動を継続しさらに削減できるよう努力
を続けていきます。

コピー用紙、コンピュータ出力用紙の削減

ゼロエミッションを目指す環境活動の一環として、阪南事業所
では蛍光灯や電球等のレンタルシステムを導入しました。蛍光
灯などの使用済みランプは厳格な処理ルールのもとに分別・リ
サイクルすることが困難であったため、完全リサイクルと廃棄
物の削減を目的として実施しています。これにより年間約1ｔの
廃棄ランプのゼロ化と廃ランプの管理向上に繋がりました。

蛍光灯など廃ランプの廃棄削減

2008
（年度）

20072006

10,000

5,000

15,000

20,000
（t-CO2/t）（t-CO2）

16,517
18,245

0

0.07

0

17,445

0.0535

CO2排出量と原単位推移

原単位（t-CO2/t）CO2排出量（t-CO2）

コピー用紙、コンピュータ出力用紙使用量推移

使用済みランプのリサイクル例

0.0572

0.0507

2008
（年度）

20072006

（トン）

5,705

9,959（合計）

3,849

4,522（合計）

0

2,488

鉄道輸送重量の推移

販売物流

672

4,254

2008
（年度）

20072006

（トン）

121,856

141,507

0

132,878

トラック：500km以上輸送重量の推移

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

5,359

7,847（合計）

社内物流

コピー用紙コンピュータ出力用紙

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

■ 工場では約30種の蛍光灯や球を使う
ため細かい分別のためのリサイクル
ボックスを設置しています。

■ 蛍光灯は32ワット、40ワット
飛散防止フィルム付きなど
細かく分別しています。

0.05

0.06

モーダルシフトの推進を積極的に進めております。鉄道輸送にお
いては、社内物流の計画輸送、物流パートナーの協力を得て輸送
量を拡大、推進してい
ます。お客様への配送
も順次拡大を行って
おります。

モーダルシフトなどのトピックス、データ
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不二製油の環境への取り組み 環境負荷の低減

オフィスでの取り組み 物流における取り組み
オフィスの取り組みとしてはグリーン購入の推進と帳票類の削減を
全社、グループ会社で推進しています。

2006年4月に改正省エネ法が施行され、不
二製油は特定荷主の指定をうけました。これ
により、物流における環境保全活動を「グリー
ン物流部会」中心に積極的に展開していま
す。具体的には使用エネルギーの算定システ
ムの構築と、モーダルシフトや輸送量の削減
（輸送距離の削減）などの目標を立て、物流
のエネルギー使用量の削減に取り組みまし
た。その結果、2008年度の国内輸送のCO2

排出量は対前年で5.3％削減し、販売配送
数量原単位においても5.2％削減すること
ができました。   

注 ： CO2の算定は改良トンキロ法により算出。　　原単位＝CO2排出量／国内販売配送数量（t-CO2／t）



安心・安全な食品づくり

社会貢献活動

エネルギー・資源の有効活用

トレーサビリティシステム

品質情報システム

生産実績
データベース

品質検査
データベース

製品規格書
データベース

商品規格書
データベース

製品
バランス
データベース

原材料
バランス
データベース

原材料
情報

データベース

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

原
材
料

製
　
品

お
客
様

水溶性大豆多糖類＜ソヤファイブ＞

不二製油グループの製品づくりは「安全･品質･環境」が最優先です。
品質管理・検証による管理体制やトレーサビリティの充実にも積極的に取り組んでいます。

自社の検査設備で検証。
迅速な情報開示を目指す
トレーサビリティシステムを拡充。
当社グループの食品安全分析センターでは、遺伝
子組み換え大豆、アレルギー物質などに関する高
度な分析・調査を実施。原材料や製品に対するよ
り一層の安心・安全を確保することに注力してい
ます。また、2006年5月に施行された農薬・動物
用医薬品等のポジティブリスト制度への対応にも
取り組んでいます。

品質保証システムの概要

仕入れ、生産、在庫、出荷（販売）の各段階において
データベースを作成し、連携しています。個々の製品
に関する〈原材料⇔流通〉の一貫した情報管理システ
ムを整備しています。

トレーサビリティシステム

不二製油で使用する原材料の品質情報、個々の製品規格書をデータ
ベース化しています。トレーサビリティシステムと連携することで、原
材料から個々の製品まで、使用状況を一元管理して、必要な情報を迅
速に活用することが可能です。

品質情報システム

品質管理の取り組み

研究開発部門では、独自の研究開発力でエネルギーや資源の有効活用を考慮し、
環境に配慮した製品開発に、積極的に取り組んでいます。

大豆製品の生産過程で出る「おから」は、以前から飼料や肥料
などに利用されていましたが、おからの優れた成分が十分に生
かされてはいませんでした。1995年、おからを原料に「水溶性

大豆多糖類＜ソヤファイブ＞」を開発し、高度有効利用に成功。
現在、水溶性大豆多糖類は、そのさまざまな機能が注目され、
自然素材の機能剤として多くの食品に利用されています。

資源の高度有効利用

水溶性
大豆多糖類
（ソヤファイブ）

脱脂大豆おから

大豆油

飼料として利用

高たん白おから

豆　乳

分離大豆たん白

大豆たん白製品 大豆ペプチド

大　豆大豆たん白の生産過程における資源の有効利用

調理麺や加工米飯の品質を保持 酸性乳飲料のたん白質を安定化

不二製油グループは、社会の一員として
責任を果たしていきたいと考えています。
持続可能なパーム油のための活動などを通じて、
食品企業として社会に貢献していきます。

当社グループでは、植物性油脂の原料としてパーム油を使用してい
ます。そのため、2004年にいち早く、持続可能なパーム油産業の成
長を可能とすることを目的に設立された国際的な非営利団体RSPO
の正会員となりました。RSPOを通じて環境や地域社会に配慮した
パーム油産業の運営に協力しています。

当社グループは、1979年「大豆たん白質栄養研究会」を設立。1997
年「不二たん白質研究振興財団」（文部科学省所管）を発足させるな
ど、大豆たん白質と関連分野に関する研究振興を目的とした大学や
研究機関への助成に取り組んでいます。最近では、大豆たん白質の
摂取が「メタボリックシンドローム」を改善する働きを持つ「アデポネ
クチン」の分泌を促すとの研究結果を得ています。

社会貢献活動 ■ 

■ 

■ 

正式名称
Roundtable on Sustainable 
Palm Oil（RSPO）

設立年
2004年

会員数
世界365団体（正会員271、
準会員94　2009年5月現在）

㈶不二たん白質研究振興財団第12回研究報告会（2009年）

「持続可能なパーム油のための
円卓会議(RSPO)」への参画

大豆たん白質に関する研究を支援
＜財団法人 不二たん白質研究振興財団＞

食の安心・安全への取り組み

社会的取り組み

製品開発における取り組み
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